
皆様、こんにちは 髙島まことです。

台風の影響でしょうか、１０月に入っても、各地で真夏

日を記録していますが、皆様如何お過ごしですか？

１０月１日付中日新聞、津市民版に亀山市「ご当地ナ

ンバー」ミニバイクに導入と云った記事が記載されまし

た。実はこのご当地ナンバーは、私髙島が、平成２３年

１２月議会に一般質問させて頂きました案件です。現在

デザインを募集中です。応募用紙は、市役所やコミュニ

ティーセンターにあり、市のホームページでも入手出来

ます。詳しくは、亀山市税務室 電話(0595)84-5011へお

問い合せください。

さて、今回のまこと新聞 第１６号は、・・・

１．９月度定例議会一般質問

～１．亀山市の教職員について

～２．学校教育ビジョンについて

～３．学力等の向上について

～４．ふるさと先生について

２．同、予算決算委員会質問内容です

今回は、定例議会一般質問と、予算決算委員会の内容

を詳しくお伝えしたいと思います。

髙島：本日は、亀山市教育行政についてお尋ねします。

学校教育の充実発展は、子供の教育に直接携わる教職員

能力の向上と意欲的な取り組みが有って進んでいくもの

と考えます。施設や設備を良くする事より重要で有ると

思っています。しかしながら、亀山市の現状をみると経

験豊かな教職員が毎年途中退職し、経験の浅い教員が増

加してきていると聞いています。この事から、力量のあ

る教員の確保、教員全体の能力の向上そして管理職のトー

タル的なコーディネーターが学校経営にとってますます

重要になってくると考えています。

また、今日の学校現場では、いじめ・不登校等の生徒

指導上の問題、学力や体力向上、特別支援教育の充実、

外国人児童生徒への対応など多様な課題が生じており、

このことを上手に対応していかないと学校経営は成り立

たないものと考えます。子供達の学びの基礎力を身に付

けさせ、生きる力を伸ばしていくためには、それを教え、

指導する教職員の人間性や社会性も大切になって来てい

ます。そこで亀山市に於ける教職員の途中退職の現状と

年齢構成の変化がどの様に起こってきているかお答えく

ださい。

答弁：平成２４年度の統計ですが、亀山市の小中学校に

在籍します教職員数と年齢構成は、正規教職員は、２６

０名常勤、非常勤講師は、９９名 調理、応急委員は１

４名そして、ふるさと先生は１０８名です。年齢構成で

すが、正規教職員で５０歳代、２０代が多く、３０代、

４０代が谷間となっているのが現状です。又、講師の率

は２０代が３５％と一番高い数値となっています。続き

まして中学生の正規教職員ですが、４０代が最も多い状

況です。他の年齢構成につきましては、大差は有りませ

ん。小学校で２０代の講師の率は、４８％と非常に高い

状態です。非職員は、４０代が多い状態です。

髙島：次に基本的に採用されて６０歳で定年退職を迎え

られる事が理想だと考えます。先程も少し触れさせてい

ただきましたが、３０代、４０代の方が途中退職者が多

いように感じられます。そこで、年度別途中退職者数と

年齢構成をお知らせください。

答弁：早期退職者数ですが、平成２０年度末７名、２１

年度末８名、２２年度末４名、２３年度末７名、２４年

度末１２名となっています。年齢構成については、現在

手元に資料が有りません。

髙島：退職される方は、若い方が多いのですか？或いは、

定年前に辞められる方が多いのですか？

答弁：途中退職者の方は５０歳代の方が多いと聞いてい

ます。

髙島：辞められる原因は、何が原因で辞められるか教え

てください。

答弁：要因でございますが、学校への期待や要望が年々

増加しています。それに伴い職務が多岐に及んでいるこ

とや、子供や保護者のコミニュケーションが、複雑化し

ています。又、職員の家庭環境の変化や病気等の要因が

散見出来ます。

髙島：次に教育長にお聞きします。現在の教職員数です

が、実際の処、足りているのか否かどの様な状況ですか？

教育長：教職員の要員は、法で決められていますので、

それに従って運営しています。

髙島：決まっているからそうでは無くて、その要員数で

どうなのかをお聞きしたい。

教育長：亀山市は、ふるさと先生の位置づけで他市では、

無い制度を導入しています。その事に依って学級の人数

は、法で決められていますけれども、より効果的に少人

数制度を採用しています。その中で、一部の学校で一杯

一杯で大変厳しい学校も有ると聞いています。

髙島：厳しい状況下で運営している学校も有るようです

ので、足りていないようでしたら、県の方に要望を出す

べきだと思いますが、如何ですか？ （裏面につづく）
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又、今年４月から、石井教育次長が就任さ

れましたが、亀山市の現状についてどう云っ

た見解をされているのかお聞きしたい。

答弁：教職員の力量ですが、各学校で学校

評価制度や支援システムの充実を計りなが

ら取り組んで行きたいと考えます。

髙島：亀山市教育ビジョン（平成２３年３

月策定）の教育支援体制の充実（２）に教

職員の能力向上が記載されていますが、具

体的な取り組み内容と成果は、どうでしょ

うか？

答弁：学校教育に関する様々な研修講座を

開設しまして、外部講師に依る研修等を実

施し能力向上に努めています。今年度に於

きましては、基本及び専門講座合わせて２

８講座を開催しました。これまで２１講座

開催し延べ６００名の受講者を数えました。

教職員の資質向上に向けてこの様に取り組

んでいます。

髙島：取り組んだ成果を述べられましたが、

平成２８年度小学校の理解度目標９２％、

中学校に於いては、７８％と設定してあり

ますが、今年度は、如何ですか？

答弁：２４年度学校理解度調査に於きまし

て、小学校８９％、中学校８１％です。

髙島：全国学力テストが行われました。三

重県に於いては、平均を下回っていると聞

きました。それでは、亀山市の学力につい

ては、どの位置に有るのかお聞かせ下さい。

答弁：小学校の実績ですが、全国平均を下

回っていますが、近年少しずつでは有りま

すが、向上しています。

髙島：次に教育長にお聞きします。学力調

査だけでは、有りませんが、教育長の立場

として今後どの様に取り組んでいくのかお

聞かせください。

教育長：子供達はそれぞれ1人ひとり素晴

らしい力を持っていますので、出来る限り

その力を伸ばしていきたいと考えています。

髙島：そこなんです。学力だけでは無いと

私も思います。体力向上や、社会にとけ込

むこと色々大事なことも有ると思います。

次に学校の少人数制と云うことでお聞きし

ます。例えば亀山西小学校ですと、１クラ

ス３０名前後、昼生小学校ですと６名、地

域性も有りますが、学力や体力に差は有る

のかお聞きしたい。

教育長：例えば、４０人２クラス一杯一杯

のクラスを３クラスにする事で少人数制を

活かした教育方針にする事で学力向上に繋

がると云ったデーターも出ています。亀山

市に於きましても少人数制を取り入れて行

きたいと考えます。

髙島：私は、１クラス４０人以上大勢のク

ラスで学んでまいりました。その中で恩師

で有る先生に言われた一言が大変印象に残っ

ています。それは、お前が悪いことした時

に一番叱ってやれるのは、先生と親で、そ

れを許してやれるのも先生と親だ。大きな

クラスでその他大勢で扱った事は無い。そ

の様に言われました。

髙島：亀山市特有のふるさと先生が、お見

えになる。年間３５００万円の予算を組ま

れています。ふるさと先生は、一体何んぞ

や？まず、ここから教えてください。

答弁：三重県では平成１５年度から３０人

少人数学級を推進してまいりました。亀山

市と致しましては、平成２１年度から３５

人以上の過密学級を解消し、少人数グルー

プでのきめ細やかな学習指導を行っていま

す。その中で、ふるさと先生と呼ばれます

市単独で正規職員に準ずる期限付き講師を

採用しています。

髙島：市単独で行っている事業で、そのふ

るさと先生は、教員資格は持っていますが

三重県の採用では無いと聞きましたが、そ

の先生が将来教員になっていくのかお聞か

せください。

教育長：採用にあたっては県外からも応募

が有り、２倍以上の競争率です。大半の方

が正規の教員を目指して頑張っています。

約４～５割の方が県の教員として採用され

ています。

髙島：先生になるためにふるさと先生に応

募して、採用試験を受ける。亀山市は予備

校の養成では無いと思います。何千万円の

予算を付けて、県の職員として合格しても

亀山市の学校に来ないと聞きましたが如何

ですか？制度が悪ければ制度を変えるべき

だと思いますがどうですか？

教育長：ふるさと先生ですが、何年か続け

てされる方、教員採用試験に合格して教職

員になる方色々な方がみえます。三重県の

教育人事ですが、亀山市に在住している方

が合格しますと他市に採用すると云った、

三重県のルールが有ります。亀山在住の方

は出来るだけ市内の学校に採用して頂くよ

う県に要請しています。反対に他市に在住

される方で採用されましたら、亀山市に採

用されるケースもございます。亀山市で養

成して採用されたら、他市に持って行かれ

ると云ったニュアンスでは有りません。

髙島：次回そのルールを調べてお尋ねした

いと思います。

髙島：住宅リフォーム助成金についてです

が、この事業で経済効果はどうなったかお

聞きします。

答弁：経済効果の下支えは出来ました。

髙島：この事業の効果が出るまで続ける意

志は有るのかお聞きしたい。

答弁：一定の効果が見えましたので予定通

り３年間で終わりたいと思います。

髙島：人気有る事業ですので何故、このま

ま継続出来ないのですか？

答弁：やはり、一旦ここで区切りを付けた

いと考えています。

髙島：次に有害鳥獣事業対策費についてで

すが、予算として年間1600万円の内訳とし

て、獣害被害防止補助金約780万円、有害

鳥獣駆除委託費約420万円となっています

が、今後増額の予定は有りますか？

答弁：捕獲頭数も上がっていますので一定

の効果は有ると考えています。

髙島：名阪を境にして東側の地域や、赤い

看板が設置して有ります保護区に入り込ん

だ獣は駆除出来ないのですか？

答弁：保護区での有害鳥獣駆除ですが、申

請し、市町村長の許可が出ましたら駆除が

出来ます。
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